
SSS032-P06 会場:コンベンションホール 時間:5月 25日 16:30-17:30

北上低地西縁断層帯・天狗森－出店断層群における反射法地震探査
Seismic reflection profiling survey across the Tengmori-Dedana Faults, the southern Ki-
takami lowland fault zone
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1.　はじめに
北上低地西縁断層帯は南北 70kmにおよぶ逆断層帯で，このうち夏油川から胆沢川の間に広がる台地の上には，併走す

る何列もの断層（天狗森－出店断層群）がある．出店断層についてはこれまで Kato et al.（2006）等でテクトニックイン
バージョンの断層であることが分かり，浅層で分岐する断層を伴う高角逆断層であることが知られている．しかし，台
地に分布する個々の断層が地下でどのように連続するのかについては不明であった．本発表では，これらの断層がどの
ような性状の断層であるのかを明らかにすることを目的に実施した反射法地震探査実験（北上・金ヶ崎測線）について
紹介する．

2.　実験の概要
測線は岩手県胆沢郡金ヶ崎町広本から駒ヶ岳登山道入口を通り約 12.8kmに設定した．探査データは，収録器として

GEODE（Geometrics社製）を使用し，168chで収録を行った．制御振源には ENVIRO-VIBE（IVI 社製），受振器はGS-
20DX（OYO Geospace製）を使用した．受振・発振点間隔は共に 10 mとした．発振はスウィープ周波数を 10-100Hz，ス
ウィープ長を 12秒，記録長を 16秒，標準垂直重合数を 7回と設定した．データの解析は ProMax（Landmark社製）を
用いて共通反射点重合法に基づいて行った．

3.　天狗森－出店断層群の地下構造
解析の結果，深度 2km付近まで明瞭な反射面群を捉えることができた．最も明瞭な断層は天狗森‐出店断層群の地表

トレースよりも東部の地下に伏在し，緩やかに西傾斜する．また，断層群の地表トレースに対応する複数の断層が認め
られたものの，地下では連続しないことが明らかになった．
最も明瞭な断層は，同測線で行った山地起伏量と短縮量から算出したバランス断面法により推定された断層と整合的

であった．また，2008年岩手・宮城地震の余震分布との比較においても，断層と余震分布は比較的よく一致する．
発表では，本調査で認められた断層と出店断層の関係を議論する予定である．
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